
一
頁

○
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
二
号

令
和
三
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
際
し
、
令
和
三
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二

十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
大
会
関
係
施
設
及
び
当
該
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
並
び
に
当
該
対
象
大
会
関
係

施
設
に
係
る
対
象
大
会
関
係
施
設
周
辺
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
三
年
六
月
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田

光
一

一

宮
城
県
気
仙
沼
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
十
九
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
気
仙
沼
市

魚
市
場
前
、
魚
浜
町
、
栄
町
、
魚
町
、
新
浜
町
、
中
み
な
と
町
、

の
所
在
地

錦
町
、
浜
町
一
丁
目
、
東
み
な
と
町
、
港
町
、
南
町
三
丁
目
及
び

四
丁
目
並
び
に
南
町
海
岸

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
気
仙
沼
市

魚
市
場
前
、
魚
浜
町
、
栄
町
、
魚
町
、
新
浜
町
、
中
み
な
と
町
、

の
区
域

錦
町
、
浜
町
一
丁
目
、
東
み
な
と
町
、
港
町
、
南
町
三
丁
目
及
び

四
丁
目
、
南
町
海
岸
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）



二
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
気
仙
沼
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
十
九
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
本
吉
郡
南

志
津
川
五
日
町
、
志
津
川
上
の
山
、
志
津
川
城
場
、
志
津
川
天
王

の
所
在
地

三
陸
町

山
、
志
津
川
天
王
前
、
志
津
川
十
日
町
、
志
津
川
新
井
田
、
志
津

川
沼
田
及
び
志
津
川
南
町

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
本
吉
郡
南

志
津
川
五
日
町
、
志
津
川
上
の
山
、
志
津
川
城
場
、
志
津
川
天
王

の
区
域

三
陸
町

山
、
志
津
川
天
王
前
、
志
津
川
十
日
町
、
志
津
川
新
井
田
、
志
津

川
沼
田
、
志
津
川
南
町
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
本
吉
郡
南

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
陸
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域



三
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三

宮
城
県
石
巻
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
十
九
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
石
巻
市

泉
町
一
丁
目
、
鋳
銭
場
、
門
脇
町
一
丁
目
、
穀
町
、
立
町
、
中
央

の
所
在
地

一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
中
瀬
及
び
日
和
が
丘
一
丁
目

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
石
巻
市

泉
町
一
丁
目
、
鋳
銭
場
、
門
脇
町
一
丁
目
、
穀
町
、
立
町
、
中
央

の
区
域

一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
中
瀬
、
日
和
が
丘
一
丁
目
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
石
巻
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四

宮
城
県
石
巻
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
十
九
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
石
巻
市

開
成
、
美
園
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
南
境
新
小
堤
並
び
に
南
境
外



四
頁

の
所
在
地

谷

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
石
巻
市

開
成
、
美
園
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
南
境
新
小
堤
、
南
境
外
谷
並

の
区
域

び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の

図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
石
巻
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五

宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
十
九
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
牡
鹿
郡
女

大
原
、
大
道
、
女
川
、
女
川
浜
大
原
、
女
川
浜
女
川
、
海
岸
通
り

の
所
在
地

川
町

、
黄
金
及
び
鷲
神
浜
堀
切
山

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
牡
鹿
郡
女

大
原
、
大
道
、
女
川
、
女
川
浜
大
原
、
女
川
浜
女
川
、
海
岸
通
り

の
区
域

川
町

、
黄
金
、
鷲
神
浜
堀
切
山
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路

の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
牡
鹿
郡
女

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



五
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

川
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六

宮
城
県
東
松
島
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
東
松
島
市

あ
お
い
、
牛
網
、
大
曲
、
小
松
、
野
蒜
、
野
蒜
ケ
丘
、
浜
市
及
び

の
所
在
地

矢
本

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
東
松
島
市

あ
お
い
、
牛
網
、
大
曲
、
小
松
、
野
蒜
、
野
蒜
ケ
丘
、
浜
市
、
矢

の
区
域

本
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次

の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
東
松
島
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

七

宮
城
県
黒
川
郡
大
衡
村
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日



六
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
黒
川
郡
大

中
央
平

の
所
在
地

衡
村

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
黒
川
郡
大

中
央
平
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

衡
村

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
黒
川
郡
大

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

衡
村

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

八

宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
松

磯
崎
浜
、
高
城
浜
、
松
島
垣
ノ
内
、
松
島
陰
ノ
浜
、
松
島
仙
随
、

の
所
在
地

島
町

松
島
町
内
、
松
島
道
珍
浜
及
び
松
島
普
賢
堂

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
松

磯
崎
浜
、
高
城
浜
、
松
島
垣
ノ
内
、
松
島
陰
ノ
浜
、
松
島
仙
随
、

の
区
域

島
町

松
島
町
内
、
松
島
道
珍
浜
、
松
島
普
賢
堂
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）



七
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
松

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

島
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

九

宮
城
県
塩
竈
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
塩
竈
市

浦
戸
桂
島
庵
寺

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
塩
竈
市

浦
戸
桂
島
庵
寺
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
塩
竈
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十

宮
城
県
塩
竈
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日



八
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
塩
竈
市

一
森
山
、
海
岸
通
、
西
町
、
港
町
一
丁
目
、
宮
町
及
び
本
町

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
塩
竈
市

一
森
山
、
海
岸
通
、
西
町
、
港
町
一
丁
目
、
宮
町
、
本
町
及
び
こ

の
区
域

れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に

示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
塩
竈
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
一

宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
七

菖
蒲
田
浜
及
び
花
渕
浜

の
所
在
地

ヶ
浜
町

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
七

菖
蒲
田
浜
、
花
渕
浜
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区

の
区
域

ヶ
浜
町

域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
七

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



九
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

ヶ
浜
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
二

宮
城
県
多
賀
城
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
多
賀
城
市

城
南
、
高
崎
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
中
央
一
丁
目
及
び
二
丁

の
所
在
地

目
、
留
ケ
谷
一
丁
目
並
び
に
東
田
中
二
丁
目

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
多
賀
城
市

城
南
、
高
崎
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
中
央
一
丁
目
及
び
二
丁

の
区
域

目
、
留
ケ
谷
一
丁
目
、
東
田
中
二
丁
目
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に

介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
多
賀
城
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
三

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト



一
〇
頁

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
利

加
瀬
新
前
谷
地
、
沢
乙
高
島
下
、
沢
乙
高
島
前
、
沢
乙
山
岸
前
、

の
所
在
地

府
町

菅
谷
榎
、
菅
谷
新
山
苗
代
、
菅
谷
舘
、
菅
谷
廻
、
菅
谷
山
苗
代
、

菅
谷
台
、
利
府
大
谷
地
、
利
府
新
大
谷
地
、
利
府
新
並
松
、
利
府

新
屋
田
前
、
利
府
八
幡
崎
、
利
府
八
幡
崎
前
及
び
利
府
堀
切
前

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
利

加
瀬
新
前
谷
地
、
沢
乙
高
島
下
、
沢
乙
高
島
前
、
沢
乙
山
岸
前
、

の
区
域

府
町

菅
谷
榎
、
菅
谷
新
山
苗
代
、
菅
谷
舘
、
菅
谷
廻
、
菅
谷
山
苗
代
、

菅
谷
台
、
利
府
大
谷
地
、
利
府
新
大
谷
地
、
利
府
新
並
松
、
利
府

新
屋
田
前
、
利
府
八
幡
崎
、
利
府
八
幡
崎
前
、
利
府
堀
切
前
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面

に
示
す
部
分
に
限
る

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
宮
城
郡
利

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

府
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
四

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト



一
一
頁

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
亘
理
郡
山

浅
生
原
作
田
山
、
浅
生
原
新
館
東
、
浅
生
原
日
向
、
浅
生
原
南
山

の
所
在
地

元
町

下
、
つ
ば
め
の
杜
、
山
寺
作
田
山
及
び
山
寺
樋
前

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
亘
理
郡
山

浅
生
原
作
田
山
、
浅
生
原
新
館
東
、
浅
生
原
日
向
、
浅
生
原
南
山

の
区
域

元
町

下
、
つ
ば
め
の
杜
、
山
寺
作
田
山
、
山
寺
樋
前
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分

に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
亘
理
郡
山

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

元
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
五

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
亘
理
郡
亘

荒
浜
御
狩
屋
、
荒
浜
隈
潟
、
荒
浜
新
御
狩
屋
、
荒
浜
築
港
通
り
、

の
所
在
地

理
町

荒
浜
中
野
、
荒
浜
東
木
倉
及
び
荒
浜
横
山

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
亘
理
郡
亘

荒
浜
御
狩
屋
、
荒
浜
隈
潟
、
荒
浜
新
御
狩
屋
、
荒
浜
築
港
通
り
、



一
二
頁

の
区
域

理
町

荒
浜
中
野
、
荒
浜
東
木
倉
、
荒
浜
横
山
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介

在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る

。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
亘
理
郡
亘

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

理
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
六

宮
城
県
岩
沼
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
岩
沼
市

下
野
郷
浜

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
岩
沼
市

下
野
郷
浜
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
岩
沼
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域



一
三
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
七

宮
城
県
岩
沼
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
岩
沼
市

押
分
奥
山
、
押
分
新
大
同
、
押
分
須
加
原
、
玉
浦
西
二
丁
目
か
ら

の
所
在
地

四
丁
目
ま
で
、
早
股
北
谷
、
早
股
小
林
、
早
股
新
小
林
、
早
股
新

長
者
森
、
早
股
新
田
、
早
股
松
原
及
び
恵
み
野

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
岩
沼
市

押
分
奥
山
、
押
分
新
大
同
、
押
分
須
加
原
、
玉
浦
西
二
丁
目
か
ら

の
区
域

四
丁
目
ま
で
、
早
股
北
谷
、
早
股
小
林
、
早
股
新
小
林
、
早
股
新

長
者
森
、
早
股
新
田
、
早
股
松
原
、
恵
み
野
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
岩
沼
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
八

宮
城
県
仙
台
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト



一
四
頁

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

田
子
富
里

の
所
在
地

城
野
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

田
子
富
里
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

城
野
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

城
野
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

十
九

宮
城
県
仙
台
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
若

五
橋

の
所
在
地

林
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
若

五
橋
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

林
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
若

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



一
五
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

林
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十

宮
城
県
名
取
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
名
取
市

閖
上

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
名
取
市

閖
上
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
名
取
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
一

宮
城
県
仙
台
市
聖
火
リ
レ
ー
第
三
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
若

荒
浜
及
び
荒
浜
新
一
丁
目



一
六
頁

の
所
在
地

林
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
若

荒
浜
、
荒
浜
新
一
丁
目
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

の
区
域

林
区

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
若

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

林
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
二

宮
城
県
仙
台
市
聖
火
リ
レ
ー
第
四
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

岡
田
及
び
蒲
生

の
所
在
地

城
野
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

岡
田
、
蒲
生
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い

の
区
域

城
野
区

ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

城
野
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域



一
七
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
三

宮
城
県
仙
台
市
聖
火
リ
レ
ー
第
五
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
青

青
葉
山
、
一
番
町
、
大
町
二
丁
目
、
春
日
町
、
川
内
、
川
内
川
前

の
所
在
地

葉
区

丁
、
川
内
大
工
町
、
川
内
中
ノ
瀬
町
、
川
内
元
支
倉
、
川
内
澱
橋

通
、
国
分
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
桜
ケ
岡
公
園
並
び
に
立
町

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
青

青
葉
山
、
一
番
町
、
大
町
二
丁
目
、
春
日
町
、
川
内
、
川
内
川
前

の
区
域

葉
区

丁
、
川
内
大
工
町
、
川
内
中
ノ
瀬
町
、
川
内
元
支
倉
、
川
内
澱
橋

通
、
国
分
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
桜
ケ
岡
公
園
、
立
町
並
び
に

こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面

に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
青

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

葉
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
四

宮
城
県
仙
台
市
聖
火
リ
レ
ー
第
六
ル
ー
ト



一
八
頁

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
一
日

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

宮
城
野
二
丁
目

の
所
在
地

城
野
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

宮
城
野
二
丁
目
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

城
野
区

対
象
大
会
関
係
施
設

宮
城
県
仙
台
市
宮

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

城
野
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
五

静
岡
県
湖
西
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
湖
西
市

新
居
町
新
居
及
び
新
居
町
内
山

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
湖
西
市

新
居
町
新
居
、
新
居
町
内
山
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道

の
区
域

路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
湖
西
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



一
九
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
六

静
岡
県
浜
松
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
浜
松
市
中

旭
町
、
板
屋
町
、
鍛
冶
町
、
中
央
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
伝
馬
町

の
所
在
地

区

、
元
城
町
並
び
に
連
尺
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
浜
松
市
中

旭
町
、
板
屋
町
、
鍛
冶
町
、
中
央
二
丁
目
及
び
三
丁
目
、
伝
馬
町

の
区
域

区

、
元
城
町
、
連
尺
町
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
浜
松
市
中

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
七

静
岡
県
浜
松
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日



二
〇
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
浜
松
市
北

細
江
町
気
賀

の
所
在
地

区

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
浜
松
市
北

細
江
町
気
賀
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

区

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
浜
松
市
北

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
八

静
岡
県
磐
田
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
磐
田
市

国
府
台
、
中
泉
及
び
見
付

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
磐
田
市

国
府
台
、
中
泉
、
見
付
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

の
区
域

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
磐
田
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域



二
一
頁

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二
十
九

静
岡
県
袋
井
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
袋
井
市

愛
野
及
び
愛
野
南
二
丁
目

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
袋
井
市

愛
野
、
愛
野
南
二
丁
目
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

の
区
域

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
袋
井
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十

静
岡
県
掛
川
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
掛
川
市

駅
前
、
掛
川
、
紺
屋
町
、
肴
町
、
城
下
、
中
央
一
丁
目
及
び
二
丁

の
所
在
地

目
、
中
町
、
南
西
郷
並
び
に
連
雀



二
二
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
掛
川
市

駅
前
、
掛
川
、
紺
屋
町
、
肴
町
、
城
下
、
中
央
一
丁
目
及
び
二
丁

の
区
域

目
、
中
町
、
南
西
郷
、
連
雀
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る

道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
掛
川
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
一

静
岡
県
島
田
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
島
田
市

金
谷
猪
土
居
及
び
金
谷
富
士
見
町

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
島
田
市

金
谷
猪
土
居
、
金
谷
富
士
見
町
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る

の
区
域

道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
島
田
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

静
岡
県
菊
川
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
の
周
囲
お
お
む
ね
三
百
メ



二
三
頁

ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
二

静
岡
県
島
田
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
島
田
市

河
原
、
本
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
及
び
向
島
町

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
島
田
市

河
原
、
本
通
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
向
島
町
及
び
こ
れ
ら
の

の
区
域

区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
島
田
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
三

静
岡
県
静
岡
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
静
岡
市
葵

追
手
町
、
紺
屋
町
、
呉
服
町
、
駿
府
城
公
園
、
駿
府
町
、
浅
間
町



二
四
頁

の
所
在
地

区

一
丁
目
、
中
町
、
西
草
深
町
、
馬
場
町
、
宮
ケ
崎
町
及
び
御
幸
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
静
岡
市
葵

追
手
町
、
紺
屋
町
、
呉
服
町
、
駿
府
城
公
園
、
駿
府
町
、
浅
間
町

の
区
域

区

一
丁
目
、
中
町
、
西
草
深
町
、
馬
場
町
、
宮
ケ
崎
町
、
御
幸
町
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図

面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
静
岡
市
葵

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
四

静
岡
県
牧
之
原
市
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
牧
之
原
市

静
波

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
牧
之
原
市

静
波
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
牧
之
原
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



二
五
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
五

静
岡
県
牧
之
原
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
牧
之
原
市

坂
口

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
牧
之
原
市

坂
口
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
牧
之
原
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

静
岡
県
島
田
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
の
周
囲
お
お
む
ね
三
百
メ

ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
六

静
岡
県
藤
枝
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日



二
六
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
藤
枝
市

志
太
三
丁
目
及
び
四
丁
目
、
藤
枝
並
び
に
本
町

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
藤
枝
市

志
太
三
丁
目
及
び
四
丁
目
、
藤
枝
、
本
町
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域

の
区
域

に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に

限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
藤
枝
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
七

静
岡
県
静
岡
市
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
静
岡
市
清

相
生
町
、
入
船
町
、
江
尻
東
、
銀
座
、
島
崎
町
、
辻
一
丁
目
、
日

の
所
在
地

水
区

の
出
町
、
富
士
見
町
、
本
郷
町
、
真
砂
町
、
万
世
町
二
丁
目
及
び

港
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
静
岡
市
清

相
生
町
、
入
船
町
、
江
尻
東
、
銀
座
、
島
崎
町
、
辻
一
丁
目
、
日

の
区
域

水
区

の
出
町
、
富
士
見
町
、
本
郷
町
、
真
砂
町
、
万
世
町
二
丁
目
、
港



二
七
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町
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次

の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
静
岡
市
清

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

水
区

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
八

静
岡
県
焼
津
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
焼
津
市

新
屋
、
鰯
ケ
島
、
北
浜
通
、
栄
町
五
丁
目
、
城
之
腰
、
本
町
二
丁

の
所
在
地

目
か
ら
五
丁
目
ま
で
及
び
焼
津

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
焼
津
市

新
屋
、
鰯
ケ
島
、
北
浜
通
、
栄
町
五
丁
目
、
城
之
腰
、
本
町
二
丁

の
区
域

目
か
ら
五
丁
目
ま
で
、
焼
津
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道

路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
焼
津
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域



二
八
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

三
十
九

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
駿
東
郡
長

下
長
窪

の
所
在
地

泉
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
駿
東
郡
長

下
長
窪
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

泉
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
駿
東
郡
長

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

泉
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十

静
岡
県
富
士
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
富
士
市

上
横
割
、
下
横
割
、
十
兵
衛
、
高
島
町
、
蓼
原
、
蓼
原
町
、
永
田

の
所
在
地

町
二
丁
目
、
柳
島
並
び
に
横
割
四
丁
目
及
び
五
丁
目

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
富
士
市

上
横
割
、
下
横
割
、
十
兵
衛
、
高
島
町
、
蓼
原
、
蓼
原
町
、
永
田



二
九
頁

の
区
域

町
二
丁
目
、
柳
島
、
横
割
四
丁
目
及
び
五
丁
目
並
び
に
こ
れ
ら
の

区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
富
士
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
一

静
岡
県
三
島
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
三
島
市

一
番
町
、
大
宮
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
芝
本
町
、
大
社
町
、
中

の
所
在
地

央
町
並
び
に
本
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
三
島
市

一
番
町
、
大
宮
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
芝
本
町
、
大
社
町
、
中

の
区
域

央
町
、
本
町
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（

い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
三
島
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域



三
〇
頁

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
二

静
岡
県
沼
津
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
沼
津
市

泉
町
、
大
岡
、
大
手
町
一
丁
目
、
神
田
町
、
五
月
町
、
三
枚
橋
、

の
所
在
地

庄
栄
町
、
新
宿
町
、
杉
崎
町
、
高
島
町
、
高
島
本
町
、
東
熊
堂
、

日
の
出
町
及
び
米
山
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
沼
津
市

泉
町
、
大
岡
、
大
手
町
一
丁
目
、
神
田
町
、
五
月
町
、
三
枚
橋
、

の
区
域

庄
栄
町
、
新
宿
町
、
杉
崎
町
、
高
島
町
、
高
島
本
町
、
東
熊
堂
、

日
の
出
町
、
米
山
町
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区

域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
沼
津
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
三

静
岡
県
伊
東
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト



三
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期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
東
市

銀
座
元
町
、
竹
の
内
、
中
央
町
、
東
松
原
町
、
松
川
町
、
松
原
本

の
所
在
地

町
及
び
湯
川

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
東
市

銀
座
元
町
、
竹
の
内
、
中
央
町
、
東
松
原
町
、
松
川
町
、
松
原
本

の
区
域

町
、
湯
川
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず

れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
東
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
四

静
岡
県
下
田
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
下
田
市

二
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
下
田
市

二
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路

の
区
域

の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）



三
二
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対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
下
田
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
五

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
豆
の
国

内
中
、
寺
家
、
中
條
、
中
、
南
條
、
韮
山
土
手
和
田
及
び
四
日
町

の
所
在
地

市

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
豆
の
国

内
中
、
寺
家
、
中
條
、
中
、
南
條
、
韮
山
土
手
和
田
、
四
日
町
及

の
区
域

市

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図

面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
豆
の
国

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

市

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
六

静
岡
県
伊
豆
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト
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期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
豆
市

修
善
寺

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
豆
市

修
善
寺
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
伊
豆
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
七

静
岡
県
裾
野
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
裾
野
市

今
里
及
び
御
宿

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
裾
野
市

今
里
、
御
宿
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い

の
区
域

ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
裾
野
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



三
四
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

静
岡
県
御
殿
場
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
の
周
囲
お
お
む
ね
三
百
メ

ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
八

静
岡
県
御
殿
場
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
御
殿
場
市

二
の
岡
一
丁
目
、
東
田
中
、
東
山
及
び
深
沢

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
御
殿
場
市

二
の
岡
一
丁
目
、
東
田
中
、
東
山
、
深
沢
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

の
区
域

介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
御
殿
場
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

四
十
九

静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト



三
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期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
駿
東
郡
小

生
土
、
小
山
及
び
藤
曲

の
所
在
地

山
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
駿
東
郡
小

生
土
、
小
山
、
藤
曲
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区

の
区
域

山
町

域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
駿
東
郡
小

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

山
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十

静
岡
県
富
士
宮
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
富
士
宮
市

大
宮
町
、
源
道
寺
町
、
田
中
町
、
中
央
町
、
東
町
、
宮
町
、
矢
立

の
所
在
地

町
及
び
弓
沢
町

対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
富
士
宮
市

大
宮
町
、
源
道
寺
町
、
田
中
町
、
中
央
町
、
東
町
、
宮
町
、
矢
立

の
区
域

町
、
弓
沢
町
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い

ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）



三
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対
象
大
会
関
係
施
設

静
岡
県
富
士
宮
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
一

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

内
船
、
大
和
及
び
南
部

の
所
在
地

南
部
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

内
船
、
大
和
、
南
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区

の
区
域

南
部
町

域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

南
部
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
二

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日



三
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対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

角
打

の
所
在
地

身
延
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

角
打
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

身
延
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

身
延
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
三

山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

赤
沢

の
所
在
地

早
川
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

赤
沢
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

早
川
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

早
川
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域
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係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
四

山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

青
柳
町
、
鰍
沢
及
び
最
勝
寺

の
所
在
地

富
士
川
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

青
柳
町
、
鰍
沢
、
最
勝
寺
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路

の
区
域

富
士
川
町

の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
巨
摩
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

富
士
川
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
五

山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
西
八
代
郡

市
川
大
門

の
所
在
地

市
川
三
郷
町



三
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対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
西
八
代
郡

市
川
大
門
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

市
川
三
郷
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
西
八
代
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

市
川
三
郷
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
六

山
梨
県
中
央
市
及
び
中
巨
摩
郡
昭
和
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
中
央
市

布
施

の
所
在
地

山
梨
県
中
巨
摩
郡

飯
喰
、
河
西
及
び
上
河
東

昭
和
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
中
央
市

布
施
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

山
梨
県
中
巨
摩
郡

飯
喰
、
河
西
、
上
河
東
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の

昭
和
町

区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
中
央
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域
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係
施
設
周
辺
地
域

山
梨
県
中
巨
摩
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

昭
和
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
七

山
梨
県
甲
斐
市
及
び
南
ア
ル
プ
ス
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
斐
市

西
八
幡

の
所
在
地

山
梨
県
南
ア
ル
プ

上
今
諏
訪
及
び
西
野

ス
市

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
斐
市

西
八
幡
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

山
梨
県
南
ア
ル
プ

上
今
諏
訪
、
西
野
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域

ス
市

（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
斐
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

山
梨
県
南
ア
ル
プ

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

ス
市

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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五
十
八

山
梨
県
北
杜
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
北
杜
市

高
根
町
五
町
田
、
高
根
町
村
山
北
割
、
高
根
町
村
山
西
割
及
び
高

の
所
在
地

根
町
村
山
東
割

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
北
杜
市

高
根
町
五
町
田
、
高
根
町
村
山
北
割
、
高
根
町
村
山
西
割
、
高
根

の
区
域

町
村
山
東
割
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
割
（

い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
北
杜
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

五
十
九

山
梨
県
韮
崎
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
韮
崎
市

水
神
並
び
に
本
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
韮
崎
市

水
神
、
本
町
一
丁
目
及
び
二
丁
目
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
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の
区
域

す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。

）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
韮
崎
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十

山
梨
県
甲
府
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
府
市

相
生
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
中
央
一
丁
目
並
び
に
丸
の
内

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
府
市

相
生
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
中
央
一
丁
目
、
丸
の
内
並
び
に
こ
れ

の
区
域

ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
府
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域



四
三
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
一

山
梨
県
笛
吹
市
及
び
山
梨
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
笛
吹
市

春
日
居
町
加
茂
、
春
日
居
町
桑
戸
、
春
日
居
町
小
松
及
び
春
日
居

の
所
在
地

町
寺
本

山
梨
県
山
梨
市

大
野
及
び
下
石
森

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
笛
吹
市

春
日
居
町
加
茂
、
春
日
居
町
桑
戸
、
春
日
居
町
小
松
、
春
日
居
町

の
区
域

寺
本
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も

次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

山
梨
県
山
梨
市

大
野
、
下
石
森
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（

い
ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
笛
吹
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

山
梨
県
山
梨
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。



四
四
頁

六
十
二

山
梨
県
甲
州
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
州
市

勝
沼
町
菱
山

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
州
市

勝
沼
町
菱
山
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
甲
州
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
三

山
梨
県
富
士
山
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村

の
所
在
地

山
梨
県
富
士
吉
田

上
吉
田

市



四
五
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

山
梨
県
富
士
吉
田

上
吉
田
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

市

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

鳴
沢
村

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

山
梨
県
富
士
吉
田

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

市

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
四

山
梨
県
上
野
原
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
上
野
原
市

新
田
及
び
松
留

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
上
野
原
市

新
田
、
松
留
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い

の
区
域

ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
上
野
原
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



四
六
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
五

山
梨
県
大
月
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
大
月
市

大
月
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
駒
橋
一
丁
目
及
び
二
丁
目
並
び
に
御

の
所
在
地

太
刀
一
丁
目

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
大
月
市

大
月
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
駒
橋
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
御
太
刀

の
区
域

一
丁
目
並
び
に
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず

れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
大
月
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
六

山
梨
県
都
留
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日



四
七
頁

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
都
留
市

上
谷
五
丁
目
及
び
六
丁
目
並
び
に
田
原
二
丁
目
及
び
三
丁
目

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
都
留
市

上
谷
五
丁
目
及
び
六
丁
目
、
田
原
二
丁
目
及
び
三
丁
目
並
び
に
こ

の
区
域

れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面
に

示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
都
留
市

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
七

山
梨
県
南
都
留
郡
西
桂
町
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

小
沼

の
所
在
地

西
桂
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

小
沼
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

西
桂
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね



四
八
頁

に
係
る
対
象
大
会
関

西
桂
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
八

山
梨
県
南
都
留
郡
忍
野
村
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

忍
草

の
所
在
地

忍
野
村

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

忍
草
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

忍
野
村

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

忍
野
村

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

六
十
九

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
聖
火
リ
レ
ー
第
一
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

小
立
及
び
船
津



四
九
頁

の
所
在
地

富
士
河
口
湖
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

小
立
、
船
津
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い

の
区
域

富
士
河
口
湖
町

ず
れ
も
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

富
士
河
口
湖
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

七
十

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村

の
所
在
地

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

の
区
域

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
南
都
留
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

鳴
沢
村

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域



五
〇
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

七
十
一

山
梨
県
富
士
吉
田
市
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー
ト
及
び
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
聖
火
リ
レ
ー
第
二
ル
ー
ト

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
七
日

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
富
士
吉
田

上
吉
田
、
新
西
原
二
丁
目
、
四
丁
目
及
び
五
丁
目
並
び
に
松
山

の
所
在
地

市山
梨
県
南
都
留
郡

船
津

富
士
河
口
湖
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
富
士
吉
田

上
吉
田
、
新
西
原
二
丁
目
、
四
丁
目
及
び
五
丁
目
、
松
山
並
び
に

の
区
域

市

こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
の
区
域
（
い
ず
れ
も
次
の
図
面

に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

山
梨
県
南
都
留
郡

船
津
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

富
士
河
口
湖
町

対
象
大
会
関
係
施
設

山
梨
県
富
士
吉
田

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

に
係
る
対
象
大
会
関

市

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域

係
施
設
周
辺
地
域

山
梨
県
南
都
留
郡

こ
の
表
の
対
象
大
会
関
係
施
設
の
区
域
及
び
そ
の
周
囲
お
お
む
ね

富
士
河
口
湖
町

三
百
メ
ー
ト
ル
の
次
の
図
面
に
示
す
地
域



五
一
頁

備
考

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
文
部
科
学
省
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。


